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天
皇
制
成
立
の
鍵
と
さ
れ
る
「
神
祇
革
命
」

と
は
何
か
？
　
記
紀
、
律
令
制
の
考
察
か

ら
、
深
層
文
化
を
探
る
『
天
皇
制
の
深
層
』

他
、改
元
関
連
の
論
文
収
録
。
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四
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Ⅱ
大
嘗
祭
の
こ
と

天
皇
制
と
大
嘗
祭（
一
）

天
皇
制
と
大
嘗
祭（
二
）

大
嘗
祭
に
つ
い
て

天
皇
の
即
位
儀
礼

伊
勢
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宮
に
つ
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と
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天
皇
制
の
深
層

　
一
九
二
一
年
、
和
歌
山
県
生
ま
れ
。京
都
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科

卒
業
。太
平
洋
戦
争
で
は
人
間
魚
雷
回
天
に
搭
乗
し
た
特
攻
要
員
。戦

後
、
京
都
大
学
教
授
、
京
都
国
立
博
物
館
館
長
、
京
都
市
立
芸
術
大
学

学
長
な
ど
を
務
め
る
。一
九
八
八
年
紫
綬
褒
章
受
章
、
一
九
九
四
年
文

化
功
労
者
。そ
の
研
究
は
、哲
学
か
ら
仏
教
、国
家
論
、天
皇
論
、文
化

論
な
ど
広
汎
な
分
野
に
及
ぶ
。二
〇
一
二
年
没
。

　
著
書
は
、『
大
東
亜
戦
争
の
意
味
』中
央
公
論
社
一
九
六
四
、『
明
治

維
新
の
分
析
視
点
』講
談
社
一
九
六
八
、『
大
東
亜
戦
争
の
遺
産
』中
央

公
論
社
一
九
六
九
、『
神
々
の
体
系
　
正
・
続
』中
公
新
書
一
九
七
二
・

一
九
七
五
、『
埋
も
れ
た
巨
像
　
国
家
論
の
試
み
』
岩
波
書
店
一
九
七

七
、『
空
海
』朝
日
新
聞
社
一
九
八
一
、『
天
皇
制
の
深
層
』朝
日
新
聞
社

一
九
八
五
、『
受
容
と
創
造
の
軌
跡
　
日
本
文
明
史
の
構
想
』
角
川
書

店
一
九
九
〇
な
ど
多
数
。ま
た『
上
山
春
平
著
作
集
』全
一
〇
巻（
一
九

九
四―

一
九
九
六
）が
法
藏
館
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

◆
著
者
略
歴

◎ 

好
評
既
刊
！
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